育児短時間勤務ボーナス期間率計算操作説明
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　通常は、チェックも入力も不要です。


判定期間内に退職をし、ボーナスが支給される場合に、チェックと入力が必要となります。











　「除算期間」のうち「判定期間」にかかる該当するものにチェックを入れ、その期間を入力する。


　その場合、期間の古いものから順番に入れる。


　例では、「育休」平成22年10月1日～23年３月31日、「育児短時間勤務」平成23年４月１日～24年３月31日。


　さらに、「育児短時間勤務」の場合は、「週当たりの勤務時間（時間・分）」も入力する。


例では、週当たり１９時間３５分。














